
化していた大口貨物から小口貨物への転換を決断し、一般家庭をお客
さまとする非商流貨物への進出を決め、宅急便を開発した。しかし、
不特定多数の荷主を対象とする宅急便を軌道に者す寿Ｎ数叙曬、戦不し粁Ｓるに象銅戦しU格Ｓ娯そと道を し銅不ナ戦銅銅数数鼻銅、

であった。

便がスタートした。スピー
�!#�µ�Ð�h�{�`�U�{�!�
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の、その多くは台車に積み替えて仕分け先別に配って回るという方法がとら
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ている。1個の注文でも家庭まで
集荷に行くのは、他社にない
サービスである。YPS（ヤマト・
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